
８
月
18
日
～
19
日
に
米
国
の
ワ
シ
ン
ト

ン
近
郊
で
日
米
韓
の
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
、

中
長
期
的
指
針
で
あ
る
「
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー

ビ
ッ
ト
」
原
則
と
具
体
的
な
課
題
や
取
り

組
み
を
内
容
と
す
る
「
日
米
韓
首
脳
共
同

声
明
『
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ト
の
精
神
』
」

な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

事
実
上
の
「
３
国
軍
事
同
盟
」

構
築
を
宣
言

「
地
政
学
的
競
争
、
気
候
危
機
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
侵
略
戦

争
、
核
に
よ
る
挑
発
が
我
々
を
試
し
て
い

る
」
と
し
て
、
「
日
米
同
盟
と
米
韓
同
盟

の
間
の
戦
略
的
連
携
を
強
化
し
、
日
米
韓

の
安
全
保
障
協
力
を
新
た
な
高
み
へ
と
引

き
上
げ
る
」
と
軍
事
面
で
の
強
化
を
謳
い
、

事
実
上
の
「
３
国
軍
事
同
盟
」
の
構
築
を

宣
言
し
ま
し
た
。

共
同
軍
事
訓
練
の
強
化
、

武
器
の
共
同
開
発

宣
言
で
は
、
中
国
や
北
朝
鮮
に
対
し
、

日
米
韓
が
「
能
力
及
び
協
力
を
強
化
す
る

た
め
、
複
数
領
域
に
及
ぶ
共
同
訓
練
を
毎

年
定
期
的
に
実
施
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
日
米
首
脳
会
談
で
は
、
滑
空
段
階

迎
撃
用
誘
導
弾
の
共
同
開
発
で
合
意
。
こ

れ
は
新
た
な
軍
拡
競
争
を
も
た
ら
す
も
の

で
、
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
大
問
題
で
す
。

求
め
ら
れ
る
平
和
共
存
の
道

今
、
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る

紛
争
を
話
し
合
い
で
解
決
し
、
戦
争
に
し

な
い
、
平
和
的
に
共
存
す
る
道
を
追
求
す

る
平
和
外
交
努
力
に
徹
す
る
こ
と
で
す
。

国
際
平
和
は
、
軍
事
対
軍
事
で
は
な
く
、

対
話
・
外
交
努
力
に
徹
し
て
こ
そ
実
現
で

き
ま
す
。

（
憲
法
新
聞
23
年
９
月
３
日
号
「
日
本
は

『
新
し
い
戦
前
』
を
迎
え
て
い
る
の
か
？
」

よ
り
一
部
を
紹
介
、
文
責
は
小
池
康
夫
）

Ｚ
世
代
－
戦
争
の
受
け
止
め

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
Ｚ
世
代
（
10
代
～

20
代
３
０
０
０
人
を
対
象
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、

「
Ｚ
世
代
と
戦
争
」
と
題
し
て

12
名
の
Ｚ
世
代
と
二
名
の
専
門

家
に
よ
る
番
組
を
観
た
（
２
０

２
３
・
８
・
15
）
。

「
10
年
以
内
に
日
本
が
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
は
あ

る
と
思
う
か
？
」
に
、
「
あ
る
」

が
半
数
。
表
１
（
出
典
：
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
。
理
由
は

「
朝
鮮
半
島
の
緊
張
感
」
「
台

湾
有
事
の
際
に
自
衛
隊
が
米
軍

と
共
に
派
遣
さ
れ
る
」
「
集
団

的
自
衛
権
が
行
使
さ
れ
る
」
な

ど
。「

な
い
」
の
理
由
は
、
「
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ん
で
い
て

反
対
派
が
多
数
だ
か
ら
」
「
米

国
の
核
の
傘
に
入
っ
て
い
る
か

ら
」
「
日
本
国
憲
法
で
戦
争
放
棄
・
戦
力

不
保
持
・
交
戦
権
否
認
を
定
め
て
い
る
」

な
ど
。

「
も
し
も
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

た
ら
ど
う
す
る
か
？
」
に
、
「
戦
闘
に
参

加
せ
ず
戦
争
反
対
の
声
を
あ
げ
る
」
と

「
戦
闘
に
参
加
せ
ず
国
外
に
逃
げ
る
」
で

過
半
数
。
「
戦
争
に
参
加
す
る
」
は
５
％
。

表
２
出
典
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
)
。

専
門
家
は
「
戦
争
の
実
際
と
い
う
の
は
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
よ
う
な
選
択
肢
す
ら

な
く
な
る
も
の
だ
と
思
う
」
「
今
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
『
戦
う
意
思
が
あ
る
日
本

国
民
は
、
そ
の
気
に
な
っ
た
ら
戦
争
で
戦

え
る
』
と
い
う
前
提
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、

実
際
は
な
か
な
か
簡
単
で
は
な
い
」
と
発

言
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す
Ｚ
世
代
は
戦
争

に
つ
い
て
の
多
く
の
情
報
が
集
ま
る
。
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
感

じ
て
い
る
け
れ
ど
、
戦
争
の
当
事
者
に
は

な
り
た
く
な
い
が
多
数
で
、
「
戦
争
は
い

や
」
の
深
層
心
理
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思

え
た
。

「
戦
争
Ｎ
Ｏ
!
」
が
平
和
の
必
要
十
分
条
件

平
和
一
辺
倒
で
は
、
国
際
社
会
に
お
け

る
安
全
保
障
の
環
境
変
化
に
対
応
で
き
な

い
と
し
、
敵

基
地
攻
撃
能

力

保

有

で

「
戦
う
覚
悟
」

を
煽
る
政
治

家
、
「
核
抑

止
力
」
を
否

定
し
な
い
軍

事
専
門
家
等

の
影
響
な
の

だ
ろ
う
か
。

「
戦
争
は
悪
」
「
戦

争
は
絶
対
に
起
こ
し

て
は
い
け
な
い
」
を

訴
え
れ
ば
、
「
平
和

一
辺
倒
で
は
、
戦
争

を
止
め
ら
れ
な
い
」

と
反
論
さ
れ
る
。

そ
れ
で
も
「
戦
争

は
絶
対
に
ダ
メ
」
と
言
お
う
。
戦
争
は
私

た
ち
が
殺
さ
れ
、
私
た
ち
が
生
身
の
人
を

殺
す
リ
ア
ル
だ
か
ら
。
人
間
は
本
能
的
に

死
の
恐
怖
を
持
つ
。
ま
し
て
戦
争
で
死
に

た
く
は
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
で
人
が
血
を
流
し

建
物
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
リ
ア
ル
。
こ
れ

を
私
た
ち
の
身
の
上
に
起
き
る
こ
と
と
し

て
受
け
容
れ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

島
の
4
人
に
1
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
と

さ
れ
る
、
沖
縄
で
の
米
軍
と
の
地
上
戦
。

高
純
度
ウ
ラ
ン
鉱
石
の
独
占
で
開
発
が
早

ま
り
投
下
さ
れ
た
広
島
・
長
崎
へ
の
原
子

爆
弾
。
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
敗
戦
と

な
っ
た
。
そ
の
反
省
か
ら
「
二
度
と
戦
争

は
し
な
い
」
と
宣
言
し
た
「
憲
法
九
条
」
。

憲
法
九
条
を
守
る

こ
の
一
点
で
手
を
つ
な
ぎ
発
足
し
た

「
九
条
の
会
」
。
こ
れ
を
若
い
世
代
へ
引

き
継
ぐ
こ
と
を
切
望
す
る
私
た
ち
は
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ど
う
受
け
止

め
、
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。

武
力
で
戦
争
は
抑
止
で
き
な
い
、
武

器
を
持
て
ば
使
い
た
く
な
る
、
相
手
は

さ
ら
に
上
回
る
武
器
を
持
つ
。
だ
か
ら

不
断
の
努
力
で
敵
を
作
ら
ず
、
友
好
関

係
を
築
き
、
常
に
話
し
合
い
の
場
を
維

持
し
、
紛
争
の
火
種
を
消
し
て
お
く
。

そ
の
共
通
認
識
の
基
本
は
、
世
界
に

誇
れ
る
「
憲
法
九
条
」
を
守
る
こ
と
だ

と
確
信
し
ま
す
。

（
北
川
和
麿
）

８
月
18
日
～
19
日
に
米
国
の
ワ
シ
ン
ト

ン
近
郊
で
日
米
韓
の
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
、

中
長
期
的
指
針
で
あ
る
「
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー

ビ
ッ
ト
」
原
則
と
具
体
的
な
課
題
や
取
り

組
み
を
内
容
と
す
る
「
日
米
韓
首
脳
共
同

声
明
『
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ト
の
精
神
』
」

な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

事
実
上
の
「
３
国
軍
事
同
盟
」

構
築
を
宣
言

「
地
政
学
的
競
争
、
気
候
危
機
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
侵
略
戦

争
、
核
に
よ
る
挑
発
が
我
々
を
試
し
て
い

る
」
と
し
て
、
「
日
米
同
盟
と
米
韓
同
盟

の
間
の
戦
略
的
連
携
を
強
化
し
、
日
米
韓

の
安
全
保
障
協
力
を
新
た
な
高
み
へ
と
引

き
上
げ
る
」
と
軍
事
面
で
の
強
化
を
謳
い
、

事
実
上
の
「
３
国
軍
事
同
盟
」
の
構
築
を

宣
言
し
ま
し
た
。

共
同
軍
事
訓
練
の
強
化
、

武
器
の
共
同
開
発

宣
言
で
は
、
中
国
や
北
朝
鮮
に
対
し
、

日
米
韓
が
「
能
力
及
び
協
力
を
強
化
す
る

た
め
、
複
数
領
域
に
及
ぶ
共
同
訓
練
を
毎

年
定
期
的
に
実
施
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
日
米
首
脳
会
談
で
は
、
滑
空
段
階

迎
撃
用
誘
導
弾
の
共
同
開
発
で
合
意
。
こ

れ
は
新
た
な
軍
拡
競
争
を
も
た
ら
す
も
の

で
、
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
大
問
題
で
す
。

求
め
ら
れ
る
平
和
共
存
の
道

今
、
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る

紛
争
を
話
し
合
い
で
解
決
し
、
戦
争
に
し

な
い
、
平
和
的
に
共
存
す
る
道
を
追
求
す

る
平
和
外
交
努
力
に
徹
す
る
こ
と
で
す
。

国
際
平
和
は
、
軍
事
対
軍
事
で
は
な
く
、

対
話
・
外
交
努
力
に
徹
し
て
こ
そ
実
現
で

き
ま
す
。

（
憲
法
新
聞
23
年
９
月
３
日
号
「
日
本
は

『
新
し
い
戦
前
』
を
迎
え
て
い
る
の
か
？
」

よ
り
一
部
を
紹
介
、
文
責
は
小
池
康
夫
）

Ｚ
世
代
－
戦
争
の
受
け
止
め

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
Ｚ
世
代
（
10
代
～

20
代
３
０
０
０
人
を
対
象
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、

「
Ｚ
世
代
と
戦
争
」
と
題
し
て

12
名
の
Ｚ
世
代
と
二
名
の
専
門

家
に
よ
る
番
組
を
観
た
（
２
０

２
３
・
８
・
15
）
。

「
10
年
以
内
に
日
本
が
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
は
あ

る
と
思
う
か
？
」
に
、
「
あ
る
」

が
半
数
。
表
１
（
出
典
：
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
。
理
由
は

「
朝
鮮
半
島
の
緊
張
感
」
「
台

湾
有
事
の
際
に
自
衛
隊
が
米
軍

と
共
に
派
遣
さ
れ
る
」
「
集
団

的
自
衛
権
が
行
使
さ
れ
る
」
な

ど
。「

な
い
」
の
理
由
は
、
「
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ん
で
い
て

反
対
派
が
多
数
だ
か
ら
」
「
米

国
の
核
の
傘
に
入
っ
て
い
る
か

ら
」
「
日
本
国
憲
法
で
戦
争
放
棄
・
戦
力

不
保
持
・
交
戦
権
否
認
を
定
め
て
い
る
」

な
ど
。

「
も
し
も
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

た
ら
ど
う
す
る
か
？
」
に
、
「
戦
闘
に
参

加
せ
ず
戦
争
反
対
の
声
を
あ
げ
る
」
と

「
戦
闘
に
参
加
せ
ず
国
外
に
逃
げ
る
」
で

過
半
数
。
「
戦
争
に
参
加
す
る
」
は
５
％
。

表
２
出
典
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
)
。

専
門
家
は
「
戦
争
の
実
際
と
い
う
の
は
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
よ
う
な
選
択
肢
す
ら

な
く
な
る
も
の
だ
と
思
う
」
「
今
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
『
戦
う
意
思
が
あ
る
日
本

国
民
は
、
そ
の
気
に
な
っ
た
ら
戦
争
で
戦

え
る
』
と
い
う
前
提
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、

実
際
は
な
か
な
か
簡
単
で
は
な
い
」
と
発

言
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す
Ｚ
世
代
は
戦
争

に
つ
い
て
の
多
く
の
情
報
が
集
ま
る
。
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
感

じ
て
い
る
け
れ
ど
、
戦
争
の
当
事
者
に
は

な
り
た
く
な
い
が
多
数
で
、
「
戦
争
は
い

や
」
の
深
層
心
理
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思

え
た
。

「
戦
争
Ｎ
Ｏ
!
」
が
平
和
の
必
要
十
分
条
件

平
和
一
辺
倒
で
は
、
国
際
社
会
に
お
け

る
安
全
保
障
の
環
境
変
化
に
対
応
で
き
な

い
と
し
、
敵

基
地
攻
撃
能

力

保

有

で

「
戦
う
覚
悟
」

を
煽
る
政
治

家
、
「
核
抑

止
力
」
を
否

定
し
な
い
軍

事
専
門
家
等

の
影
響
な
の

だ
ろ
う
か
。

「
戦
争
は
悪
」
「
戦

争
は
絶
対
に
起
こ
し

て
は
い
け
な
い
」
を

訴
え
れ
ば
、
「
平
和

一
辺
倒
で
は
、
戦
争

を
止
め
ら
れ
な
い
」

と
反
論
さ
れ
る
。

そ
れ
で
も
「
戦
争

は
絶
対
に
ダ
メ
」
と
言
お
う
。
戦
争
は
私

た
ち
が
殺
さ
れ
、
私
た
ち
が
生
身
の
人
を

殺
す
リ
ア
ル
だ
か
ら
。
人
間
は
本
能
的
に

死
の
恐
怖
を
持
つ
。
ま
し
て
戦
争
で
死
に

た
く
は
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
で
人
が
血
を
流
し

建
物
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
リ
ア
ル
。
こ
れ

を
私
た
ち
の
身
の
上
に
起
き
る
こ
と
と
し

て
受
け
容
れ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

島
の
4
人
に
1
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
と

さ
れ
る
、
沖
縄
で
の
米
軍
と
の
地
上
戦
。

高
純
度
ウ
ラ
ン
鉱
石
の
独
占
で
開
発
が
早

ま
り
投
下
さ
れ
た
広
島
・
長
崎
へ
の
原
子

爆
弾
。
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
敗
戦
と

な
っ
た
。
そ
の
反
省
か
ら
「
二
度
と
戦
争

は
し
な
い
」
と
宣
言
し
た
「
憲
法
九
条
」
。

憲
法
九
条
を
守
る

こ
の
一
点
で
手
を
つ
な
ぎ
発
足
し
た

「
九
条
の
会
」
。
こ
れ
を
若
い
世
代
へ
引

き
継
ぐ
こ
と
を
切
望
す
る
私
た
ち
は
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ど
う
受
け
止

め
、
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。

武
力
で
戦
争
は
抑
止
で
き
な
い
、
武

器
を
持
て
ば
使
い
た
く
な
る
、
相
手
は

さ
ら
に
上
回
る
武
器
を
持
つ
。
だ
か
ら

不
断
の
努
力
で
敵
を
作
ら
ず
、
友
好
関

係
を
築
き
、
常
に
話
し
合
い
の
場
を
維

持
し
、
紛
争
の
火
種
を
消
し
て
お
く
。

そ
の
共
通
認
識
の
基
本
は
、
世
界
に

誇
れ
る
「
憲
法
九
条
」
を
守
る
こ
と
だ

と
確
信
し
ま
す
。

（
北
川
和
麿
）
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◆

11
・
３
憲
法
大
行
動

つ
な
ご
う

憲
法
を
生
か
す
未
来
へ

◇
日
時
：
11
月
３
日
（
金
）

13
時
45
分
～
15
時
10
分

◇
場
所
：
国
会
正
門
前
（
小
田
急
代
々
木
上
原

千
代
田
線
・
霞
ヶ
関
駅
）

◇
内
容
：
国
会
議
員
挨
拶

・
憲
法
学
者
ス
ピ
ー
チ
・
齋
藤
小
百
合
さ
ん
、
清
水
雅
彦

さ
ん
・
ト
ー
ク
（
辺
野
古
、
原
発
事
故
処
理
水
放
出
問
題
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
問
題

）
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・憲法大行動
１１月３日（金）１３時４５分～

国会正門前
・厚木市九条の会ネットワーク会議
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保健福祉センター 作業室
・９の日行動
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軍
事
対
軍
事
で
な
く

日
本
政
府
は
外
交
努
力
を

軍
事
対
軍
事
で
な
く

日
本
政
府
は
外
交
努
力
を

９月19日・本厚木駅北口で行われた大軍拡
大増税反対宣伝行動（毎月19日に実施）
９月19日・本厚木駅北口で行われた大軍拡
大増税反対宣伝行動（毎月19日に実施）



当
会
の
前
号
ニ
ュ
ー
ス
で
、
「
憲
法
九

条
は
宝
！
」
の
看
板
の
設
置
協
力
の
呼
び

か
け
を
致
し
ま
し
た
が
、
５
地
区
か
ら
８

枚
の
設
置
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
依
頼
地

区
は
、
長
谷
、
飯
山
、
下
古
沢
、
相
川･

愛
川
町
、
町
田
市
野
津
田
で
す
。

３
名
で
設
置
チ
ー
ム
を
作
り
、
６
枚
は

設
置
が
完
了
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ス
で
の
繋
が
り
で
し
た
が
、
訪
問

し
、
現
状
を
お
伺
い
す
る
こ
と
も
出
来
て

一
石
二
鳥
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
20
枚
程
在
庫
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
家
族
で
相
談
の
上
、
設
置
に
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

設
置
時
間
は
30
分
～
1
時
間
程
度
に
な

り
ま
す
。

＊
連
絡
は
一
面

下
段
の
連
絡
先

（
北
川
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

写
真
１

町
田
市
野
津
田

写
真
２

厚
木
市
長
谷

写
真
３

厚
木
市
下
古
沢

◆

逆
の
安
全
保
障

「
安
全
保
障
環
境
は
益
々
厳
し
く
な
っ

た
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
厳
し
く
な
っ
た
か

ら
と
言
っ
て
防
衛
力
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

益
々
厳
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
方
向
性

が
間
違
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。
従
っ
て
、

や
り
方
を
逆
に
す
れ
ば
良
い
は
ず
。

片
方
が
防
衛
力
を
減
ら
せ
ば
、
相
手
も

減
ら
せ
ま
す
。
安
全
保
障
環
境
は
益
々
緩

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
憲
法
九
条
」
だ

と
思
い
ま
す
。

（
伊
部
康
雄
）

◆
「
憲
法
九
条
」
を
軽
く
見
る
な
！

今
朝
9
月
26
日
の
新
聞
に
「
在
日
宇
宙

軍
創
設
を
検
討
」
「
米
、
自
衛
隊
と
連
携

強
化
へ
」
。
見
出
し
だ
け
で
仰
天
・
憤
怒
！

来
日
中
の
米
軍
ト
ッ
プ
作
戦
部
長
の
発

言
。
日
本
の
こ
と
を
、
米
軍
か
ら
頭
ご
な

し
に
こ
ん
な
侮
辱
的
な
発
言
を
許
す
の
か
。

岸
田
首
相
の
米
国
訪
問
直
後
の
発
言
！

日
本
の
「
戦
争
を
し
な
い
」
「
軍
備
は

も
た
な
い
」
と
決
め
た
「
憲
法
九
条
」
を

知
っ
て
い
て
、
宇
宙
空
間
は
近
代
戦
で
極

め
て
重
要
と
し
た
。
戦
争
が
大
前
提
で
、

日
本
に
技
術
開
発
と
費
用
を
負
担
さ
せ
る
。

さ
ら
な
る
大
軍
拡
と
大
増
税
に
つ
な
が
る
。

働
い
て
も
戦
争
の
道
具
に
税
金
が
消
え
る
。

メ
デ
ィ
ア
は
た
だ
発
言
内
容
を
報
道
す

る
だ
け
で
、
九
条
と
の
関
連
は
述
べ
な
い
。

（
北
川
和
麿
）

◆
「
理
想
」
と
「
現
実
」

こ
の
２
つ
の
言
葉
は
繋
が
っ
て
い
る
と

ず
ー
と
思
っ
て
い
る
。
「
こ
の
よ
う
に
有

り
た
い
」
と
い
う
理

想
を
持
っ
て
、
そ
れ

に
近
づ
い
て
行
く
よ

う
に
「
現
実
」
を
捉

え
て
い
く
。

今
「
憲
法
９
条
は

宝
！
」
の
看
板
の
設

置
運
動
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
活
動
も
「
理
想
」
に
向
け
て

の
一
つ
の
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

９
条
の
会
の
活
動
で
多
少
「
憲
法
」
の

こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
憲

法
９
条
」
は
日
本
国
憲
法
に
謳
わ
れ
て
い

る
「
現
実
」
に
存
在
し
て
い
る
条
文
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
条
文
は
「
理
想
」
で

「
現
実
」
と
は
違
う
か
ら
「
現
実
」
に
併

せ
て
「
憲
法
」
を
変
え
る
べ
き
だ
。
改
憲

論
者
の
多
く
は
こ
の
立
場
だ
。
「
理
想
」

と
「
現
実
」
を
対
岸
と
捉
え
る
。

私
も
、
「
憲
法
９
条
」
は
理
想
で
あ
る

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
「
理
想
」
に
向
か
っ

て
「
現
実
」
を
捉
え
て
い
き
た
い
。

（
三
昭
）

今
回
の
内
閣
改
造
人
事
は
？

Ａ
Ｉ
に
任
せ
た
の
で
間
違
い
な
い
っ
す
！

エ
ー
ア
イ

旭
町
（
紀
）

こ
の
２
年
「
今
日
よ
り
明
日
」
の
白
昼
夢

闇
ワ
イ
ロ
ば
れ
た
ら
返
え
し
ゃ
い
い
の
か
い

や
み簡

単
に
物
価
は
下
が
る
投
票
で

・
駅
頭
で
声
張
り
上
げ
て
健
康
だ

解
散
を
し
な
い
と
我
が
身
先
が
な
い

ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
意
識
は
し
た
と
５
閣
僚

判
決
に

驚
く

環

省

に

驚
い
た

（
か
ん
き
ょ
う
し
ょ
う
）

味
す
る
の
食
べ
て
に
っ
こ
り
ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
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「憲法９条は宝！」の大型看板
厚木市に３２ケ所設置され皆様に愛されています。

「憲法９条は宝！」の大型看板
厚木市に３２ケ所設置され皆様に愛されています。

配置図１番～32 番
（順不同）
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（順不同）

看
板
「
憲
法
９
条
は
宝
！
」
設
置
進
ん
で
い
ま
す

看
板
「
憲
法
９
条
は
宝
！
」
設
置
進
ん
で
い
ま
す

写真１写真１

写真２写真２

写真３写真３

2023.10.1現在2023.10.1現在

新たに設置された「憲法九条は宝」の看板新たに設置された「憲法九条は宝」の看板


